


 

 
 
 

 

 

 
23

 

 

 

 

 

 
 

27  

 
 



 
 
 
 

 
 

11



 

 
 

 

 

22



 

  

 

33



 

 

44



 
 

 
 
 

 

 

 

  

 

  

  

 

 
 

  

 

55



 

 

20  

 
 

66



 

77



 

 

88



 

 
 

 
4  

 
 

2014.3

99



 

 

 

 

 
 

 

1010



 

 

1111



 

 

 

 

1212



 

 

 

 

 
2010 22 10 10
COP10 2050 2020 2011 2020

 
2010 12 65 2011 2020 10

10
 

 

2050

 

2020
 

2020

  
 

  
 

  
 

  
 

  
   
  
   
   

10 

 
11 17 10

  
12   
13 

  
14  
15 15

  
16 ABS

  
17 

  
18   
19 

  
20 

 

 
2011  

10  
 
 

 
 

24 
 
 

2  
 

1313



 

 

 

 

 

1414



 

 
2014 26 25 29 IPCC
38 10

 

 

 
20

 
 

 
 
2006 18

 

1515



 

 

 

1616



 
1717



 

 

 

1818



 

  
  

1919



 

 

 

 
NPO NGO

 
 

 

CO2

 
26

3R
2

3R  

 

 

2020



 

 

 
 
 
  

 

2121



  

 
 
 

  

2222



 

2323



  

2424



 

 

2525



  

 

 

 
 

 

2626



 

 

 

PEFC FSC
 

 
 

1,700
500 800

23 HP

 
 
 

  

 
 

 
 
 
 
 
 

 

2727



  

 
 
 
 

  

2828



第４章  重点推進施策 ～５つの重点アピール～ 
 

３ ヨコハマ生き物探検（体系的な生き物調査） 

 横浜市では、これまでに、｢野鳥図鑑」の発行など、市民が生き物観察を通して生物多様性

の豊かさを感じる取組を進めてきました。今後も鳥類を始めとした様々な生き物観察を通じて、

普及啓発を進めるとともに、多くの広域的なデータが得られるよう専門家や市民団体等との連

携や市民参加による生き物調査を体系的に実施していきます。 

 また、市民が身近な自然環境やそこに生息・生育する生き物などの現状に関心を持ち、自ら

調べ、改善に生かしていくことも必要です。これを可能にするための生き物に関する知識の向

上にも取り組んでいきます。 

 

（１）市民参加による生き物調査 

  ア 専門的な活動をしている市民団体や企業等が主体となった生き物調査 

 地域に見られる生き物を市民参加によって、市民団体、企業等が主体的に調査します。 

また、専門的な生き物調査をはじめ、生き物に関する啓発を担うことができる人材を育

成するための取組を進めます。 

  イ 市民との協働による生き物調査 

地域の自然や生き物への関心を高めてもらうとともに、生物多様性保全の基礎データを

取得することを目的として、小学生を対象とした『こども「いきいき」生き物調査』を実

施します。また、学校と連携した調査の他、市民等と協働することにより、広域的な生き

物調査の実施を検討します。 

 

（２）横浜市による調査 

横浜市による陸域及び海域・河川域の調査を継続的に実施します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

陸域生物 
モニタリング調査 

陸域調査 

生き物データバンクでの情報の一元化

 

 アユなどの

生息環境 
調査 

水域生物 
モニタリング調査 

水域調査 

市民との協働による生き物調査 

（こども「いきいき」生き物調査など） 

専門的な活動をしている市民団体や企業などが主体となった生き物調査 

 国や県などの自治体による 
生き物調査 

赤潮の 
モニタリング

調査 

図 横浜市における生き物調査イメージ 
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  第 5 章 将来像の実現に向けた４つの取組方針と具体的取組 
 

④場づくり 

取組名 概要 現状 目標 

16 
魅力ある公園の 

新設・再整備 

地域のニーズを反映しながら、古くなった

公園の再整備を計画的に実施します。また、

現在公園が不足している地域に新たな公園

を整備します。 

現状の都市公

園数  

約 2,600 か所 

 

新設・再整備公

園数  

延べ 320 か所 

《４か年》 

17 
地産地消にふれる機会

の拡大 

 

地産地消を推進するため、市民が身近で地

場産農産物が購入できるように直売所等の

開設や運営を支援します。 

・直売所等の 

支援：４件 

 

・青空市運営 

支援：5 件 

 

・直売所等の 

支援：42 件 

《４か年》 

・青空市運営 

支援：20 件 

《４か年》 

18 
様々な市民ニーズに 

合わせた農園の開設 

農とのふれあいを求める市民の声の高まり

に応えるため、収穫体験から本格的な農作

業まで、様々な市民ニーズに合わせた農園

の開設や整備を進めます。 

・市民農園の 

開設 1.3ha 

・収穫体験農園

の開設 4.8ha 

・農園付公園の 

整備 0.4ha 

・市民農園の 

開設 4.8ha 

・収穫体験農園

の開設 10.0ha 

・農園付公園の

整備 6.7ha 

19 
市民が農を楽しみ支援

する取組の推進 

 

 

 

 

 

 

市民と農との交流拠点である横浜ふるさと

村や恵みの里を中心に、市民が農と触れ合

う機会を提供します。また、農家と地域住

民が協働で地域の農環境を保全する取り組

みなど、市民による主体的な活動を支援し

ます。 

・恵みの里で農

体験教室など

の実施：71 回 

 

・農のある地域

づくり協定の 

締結：6 件 

 

・横浜ふるさと

村、恵みの里で

農体験教室など

の実施 400 回 

《４か年》 

・農ある横浜・

あぐりツアーの

開催 16 回 

《４か年》 

・農のある地域

づくり協定の新

規締結 3 件 

《４か年》 

・家族で学ぶ農

体験講座の開催

20 回《４か年》

 
 

  

51



 

5252



   
 

 
 

5353



 

5454



   
 

 

  

5555



 

5656



  第 5 章 将来像の実現に向けた４つの取組方針と具体的取組 
 

 
（３）創造を中心とした取組 

取組名 概要 現状 目標 

50 
地域緑の 

まちづくり 

地域が主体となり、住宅地や商店街、オフィ

ス街、工業地帯などで、地域にふさわしい緑

を創出する計画をつくり、花や木の植栽、維

持管理など、緑の街づくりに協働で取り組み

ます。 

16 地区で 

推進 

 

 

46 地区で 

推進 

※2014～2018

年度まで 

51 
都心臨海部の緑花に

よる賑わいづくり 

多くの観光客が訪れる都心臨海部において、

来訪者の回遊性向上や生物多様性確保の観点

から、公共施設を中心に緑や花による空間演

出や質の高い維持管理を集中的に展開し、街

の魅力形成・賑わいづくりにつなげます。 

－ 推進 

52 
民有地における 

緑化の助成 

基準以上の緑化を行う市民・事業者に対し、

緑化費用の一部を助成します。また、緑の少

ない地区における公開性や視認性の高い場所

での緑化や、生物多様性の向上に寄与する緑

化に対し、支援を充実させます。 

緑化の助成 

119 件 

（屋上緑化等

助成、区民花壇

助成、生垣設置

助成の合算） 

 

緑化の助成 

65 件 

※2014～2018

年度まで 

 

 

 

53 

保育園・幼稚園・ 

小中学校での緑の 

創出 

保育園、幼稚園、小中学校において、園庭・

校庭の芝生化、花壇づくり、屋上や壁面の緑

化、ビオトープなど、多様な緑を創出します。

・緑の創出 

延べ 157 か所

（校庭・園庭芝

生化） 

・緑の維持管理

の推進 

・緑の創出 

100 か所 

※2014～2018

年度まで 

・芝生等の維

持管理の推進

54 
公共施設・公有地での

緑の創出・管理 

各区の主要な公共施設について、緑を充実さ

せる取組を推進します。特に重点的な取組と

して、再整備を予定している区庁舎などの敷

地で、視認性が高く、多くの市民が実感でき

る緑を創出し、充実を図った緑を良好に維持

管理します。 

・緑の創出 

10.9ha  

 

 

・緑の維持管理

の推進 

・緑の創出 

58 件 

※2014～2018

年度まで 

・緑の維持管

理の推進 

55 

公有地化によるシン

ボル的な緑の 

創出 

緑の少ない地区などを対象に、土地利用転換

などの機会をとらえて用地を確保し、緑豊か

な公園を整備することにより緑をつくり、街

の魅力や賑わいづくりにつなげます。 

－ 

・緑の創出 

5 か所 

※2014～2018

年度まで 

・緑の維持管

理の推進 

57
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  第 5 章 将来像の実現に向けた４つの取組方針と具体的取組 
 
 

 
 
 
 
 

（１）生物多様性に貢献するまちづくりの推進 
取組名 概要 現状 目標 

61 

エキサイトよこはま 

２２における 

環境取組の推進 

横浜駅周辺の将来像を見据えたまちづく

りの指針として地元と共有する「エキサイ

トよこはま２２（横浜駅周辺大改造計画）」

において、平成 24 年度に改定した「まち

づくりガイドライン」に基づき、生物多様

性に配慮した樹種・緑・ビオトープなど、

多様な水・緑の創出等、環境問題に対応し

た先進的なまちづくりを目指します。 

推進 推進 

62 
みなとみらい 2050 

プロジェクトの推進 

みなとみらい２１地区において、地球温暖

化対策やＢＬＣＰ（業務・生活継続計画）

への対応など、新しい要素を取り入れたス

マートなまちづくりについて検討してい

きます。また、生物多様性に配慮した都市

構造の実現を目指していきます。 

－ 推進 

63 

みなとみらい２１ 

中央地区の公共空間への 

緑化推進 

歩道への街路樹の補植や地区全体の新た

な緑化計画の検討などに取り組み、働く

方、訪れる方等にとって快適なまちづくり

を進めます。 

推進 推進 

64 
京浜臨海部の海づくり 

[重点アピール４] 

人工干潟の生き物の生息状況調査や管理

手法の検討、施設のビオトープ整備などに

よる地域の環境価値の向上を目指します。

推進 推進 

65 
都心臨海部の海づくり 

[重点アピール４] 

山下公園前で水質浄化に向けた生物環境

改善の実証実験を、民間企業と連携し実施

します。 

また、海づくりの取組を広く周知するた

め、 トライアスロンなどのイベント時に、

プロモーション活動を行います。 

内港地区において、浅場・アマモ場形成の

実験を進めていくとともに、横浜港の環境

を次世代に引き継いでいくため、今後の展

開を検討していきます。 

推進 推進 

66 

金沢区野島海岸周辺の 

海づくり 

[重点アピール４] 

地域の豊かな自然環境や歴史を知る取組

を実施するとともに、野島青少年研修セン

ターを体験学習の場として活用します。 

また、金沢湾周辺エリアで生物などの調査

を実施します。 

推進 推進 

  

生物多様性に貢献するまちづくりや経済活動の支援をすすめます
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４ 環境活動と市民意識 

 

市民の環境に対する意識が非常に高く、また市民による環境活動も活発であることが特徴

です。また、学校や企業においても、生物多様性の向上に寄与する様々な取組が進んでいま

す。 

  

（１）市民の環境への意識 

  ア 生物多様性の認知度 

平成 26 年８月に実施した「環境に関する市民意識調査」では、生物多様性という言葉を

「よく知っている」「ある程度知っている」という人が 43.1％でした。過去５年間の平均か

ら、約半数の市民が生物多様性という言葉を知っており、一定の浸透が図られているものの、

プロモーションの成果が表れているとは言い難い状況です。 

市内には環境関連の市民団体等が数多く活動しており、さらなる連携・協働を進め、さら

に効果的なプロモーションの展開が必要です。 
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図 平成 26 年度「環境に関する市民意識調査 

「生物多様性」という言葉の認知度（平成 22～26 年度）より） 
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